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研究成果の概要（和文）：　石油分解菌の生育や活性を維持することにより、土壌中の石油分解効率が向上する。本研
究では、これまでの無機塩で石油分解菌の生育・活性維持から、有機物を用いた新しい手法を考案した。この手法を使
うことにより、これまで1週間の生育・活性維持から4週間まで延長することが可能となり、バイオレメディエーション
の効率が著しく向上した。
　一方、石油汚染浄化を確実にするためには、植生回復を実現する土壌にまで回復させる必要がある。本研究では、石
油汚染10㎎/㎏以下でも植物生長に影響を及ぼすことを明らかにし、植物と微生物を用いた微量の石油を分解除去する
第三世代バイオレメディエーションシステムを構築した。

研究成果の概要（英文）：Hydrocarbon bioremediation efficiency is improved by maintaining growth and 
activity of hydrocarbon degrading microorganisms. In this study, new efficient bioremediation system 
using organic materials instead of inorganic materials was constructed. The bacterial growth and activity 
were extended 1week to 4 weeks using the new system, subsequently the bioremediation efficiency was 
drastically improved.
On the other hand, plant growth requires complete removal of the hydrocarbon in the soil. Small amount of 
hydrocarbon contamination in the soil (less than 10mg/kg) influences the plant growth. In this study, 
third generation of bioremediation system was constructed with plants and microorganisms for degradation 
of small amount of hydrocarbon from the soil.

研究分野：　環境微生物学、環境科学
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１．研究開始当初の背景 
 効率の良い石油分解菌の分離・同定が行わ
れ、飛躍的に石油汚染土壌の効率が改善され
た。しかしながら、当該微生物の生育の維持
が十分にコントロールできないため、バイオ
レメディエーションの更なる効率の向上が
足踏みしている現状であった。 
 一方、石油汚染土壌浄化の目安は、概ね
1,000㎎/㎏以下ということで浄化処理がされ
ていたが、植生に影響を与えるかどうか明ら
かになっていなかった。また植生を回復する
土壌状況も明らかになっていなかった。 
 
２．研究の目的 
 石油分解菌の生育と活性を維持する環境
条件を明らかにすること、また植生を維持で
きる環境条件を明らかにすること、さらには
これらの条件を勘案し、植生回復を実現する
第三世代バイオレメディエーションシステ
ムを構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 石油分解菌の生育を向上させるバイオマ
スを探索し、土壌中の菌数とバイオマスの量
比を解析し、最適条件を明らかにした。また、
科の異なる複数の植物を用い、土壌中の石油
濃度と植物生育の関係を詳細に調べた。最終
的に、石油分解菌、バイオマス資材、そして
植物を組み合わせた条件を作成し、油分量を
指標として石油分解を解析し、最適条件を確
定した。 
 
４．研究成果 
（１）石油分解菌の生育・活性を向上させる
バイオマスの量比を明らかにした。 
全炭素≧20,000㎎/㎏、全窒素≧1,000㎎/㎏、
C/N 比：10～20。 
（２）土壌中の石油成分が 100 ㎎/㎏以下で
も植生に影響を及ぼすことを明らかにした。 
（３）石油分解菌、バイオマス、および植物
を用い、植生回復を行う新規（第三世代）バ
イオレメディエーションシステムを構築し
た。 
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